
北中だより
新年明けましておめでとうございます。

新しい年を迎えたとともに、大庄北中学校でも新生徒会が活動を始めました。

冬休みに、生徒会担当教諭の指導の下、新旧役員の引き継ぎ会が行われその後新生徒

会役員で、先輩たちが築き上げた北中以上の北中を目指し新テーマなどについて話し

合いが行われました。そして、今日(１月７日)３学期始業式で初めての活動を開始、

まだまだ不慣れな面もありましたが、全校生の協力もあり無事終えることができまし

た。今後の活動を楽しみにしています。また、これからも全校生の皆さんの協力をお

願いします。

年頭に贈る言葉として、各学年の皆さんに年賀状で実行して欲しい言葉を送りまし

た。再度、心に刻んで下さい。

１年生 「成せばなる成さねばならぬ何事も ならぬは人のなさぬなりけり」

(上杉鷹山の言葉)

＊できないことを人のせいにせずやり通す人になって下さい。

２年生 「夢なき者に目標なし 目標なき者に計画なし

計画なき者に実行なし 実行なき者に成果なし」（吉田松陰の言葉）

＊夢を持ち実行できる人になって下さい。

３年生 「今やらねばいつできる 俺がやらねば誰がやる」（平櫛田中の言葉）

＊今を実行できる人になって下さい。

そして、北中生として今年の目標

・尼崎の小中高で１番の挨拶ができる北中生。

・予鈴時間までに登校できる北中生。

自分の意識で必ずできる目標です。全校生で頑張ろう。

“保護者の皆さま・地域の皆さま・先生方も声掛け、ご協力をお願いします。”

新生徒会役員 生徒会スローガン「みんなで創る誇り高き北中」

会 長 宇治田輝石(２年) 文化委員長 溝上誠也(２年)

副会長兼風紀委員長 西林若奈(２年) 保健委員長 山田 岳(２年)

副会長兼美化委員長 松下弘幸(１年) 図書委員長 小村 歩(１年)

体育委員長 新城佑果(２年)

マラソン大会 ベスト１０

男 子 女 子 クラス対抗

１位 山田朱里（２年） 小山葵(２年) １年 １位 １組

２位 足立賢太(２年) 隅田梨渚(１年) ２位 ２組

３位 千原良太(３年) 田村野乃花(１年) ２年 １位 １組

４位 青柳恵太(３年) 今村愛真音(２年) ２位 ３組

５位 石井伸幸(２年) 大川楓花(１年) ３年 １位 ５組

６位 鹿角陸希(３年) 米田弥琴(１年) ２位 １組

７位 麻木佑大(２年) 浅野奈津子(２年) 緊急災害時の情報を知るために

８位 小林聖周(２年) 森本紗加(２年) ひょうご防災ネットに

９位 山下和希(２年) 円城寺美咲(１年) 携帯電話やパソコンで、次の URL

１０位 前泊星也(２年) 草葉かりん(３年) を入力 http://bosai.net/

～ 先生の中学時代（今回は、林教頭先生です。） ～

林といえば「バレーボーズ」。当時坊主頭だった林少年を友達は、そう呼んでいました。

どれくらいバレーボーズだったかというと、①バレーボールの月刊誌を読みまくって、本に載

っている限りで知らないことがないくらいのオタクでした。また、一流選手のプレーの分解写真

を見て、まねをするのに夢中でした。②クラブの時間以外は、団地の壁を利用してボールを触り

まくっていました。特に何ができるということもなかった林少年は、まず、「バレーバカ（バレー

しかできないやつ）」になろうと考えました。「バレーしかできない」と言われたとしても、バレ

ーはできるのです。何もできない自分から見れば大成長です。

そして、バレーバカになれたことで、「バレーボールができる」という自信が心の支えとなって

きました。そうすると不思議なもので、今度は、「バレーしかできない」と言われることが嫌にな

ってきて勉強もそこそこやって、「バレーもできる」と言われたいと思うようになってきました。

こんな時の悩みは、勉強する時間がないことでした。小学校時代は「子供は 8 時に寝なさい」

としつけられていたので、9 時を過ぎて起きていることができなかったのです。

そんな時に今は退職された Y 先生と出会いました。いろいろと話しているうちに、「勉強はクラ

ブの合間にやるんや。」と言われてハッとしました。自分はまとめて何時間かやるのが勉強だと思

い込んでいたのです。それからは、ちょっとした時間を活用するように心がけて、ますますバレ

ーボーズになっていきました。

とはいえ、こんなことが一人でできたわけではありません。たとえば勉強に関しては、後に京

都大学に入ったくらいの賢い同級生がテスト前にはいっつも「わからんやつに教えてると自分の

勉強になるわ」といって教えてくれたのです。

みなさん、いろんな友達にいっぱい世話になって自分の好きな事に熱中しましょう！

あしたの北中から

ちいきの北中へ
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